
関西福祉科学大学 教育後援会広報誌

感恩のこころ
2023/vol.19

Kansai University of Welfare Sciences
Education Support Association

Public Relations Magazine

〈発行〉関西福祉科学大学教育後援会　〈編集〉関西福祉科学大学広報誌発行委員会
〒 582-0026　大阪府柏原市旭ヶ丘 3-11-1　TEL.072（978）0088　FAX.072（978）0377

学生向け広報誌
福科大通信は

こちら

02　ご挨拶・総会開催報告
03　支援内容
　　▶︎図書館、ラーニング・コモンズ
　　▶ PC 必携化サポート
　　TOPICS
　　▶食堂 Tama Café より
　　▶成績優秀者表彰式を開催
04　学科 NEWS
07　令和 5 年 3 月の卒業生の就職状況
08　令和 4 年度 国家試験合格者数

大学祭のご案内

CONTENTS



2 感恩のこころ  vol.19

関西福祉科学大学
教育後援会

会長　秋 本  真 一
関西福祉科学大学

学長　津 田  耕 一
保護者の皆様、平素から本学の教育活動にさまざま

な面で多大なるご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
4 月から学長を務めさせていただいております津田耕
一でございます。

大切なお子様が安心して勉学や課外活動等に勤し
み、それぞれの進路を見出すことができるよう教職員
一丸となってサポートしていく所存でございます。し
かしながら、時代の変化に伴い、保護者の皆様のお力
添えがなくてはならないものとなってきております。
私どもは、学生、保護者の皆様、教職員が一体となっ
て学生生活をサポートしていく必要性を痛感してお
ります。

教育後援会総会で承認頂いた事業計画・予算に基づ
いて、学生に対する教育、就職・資格支援を効果的な
ものとして運用させていただきます。今後とも保護者
の皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。

会員の皆様におかれましては、日頃より教育後援会活
動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

6 月 10 日（土）に開催されました関西福祉科学大学教
育後援会総会におきまして、会⾧を拝命いたしました秋
本真一でございます。昨年度に引き続き、精一杯会務に
努めて参りたいと思っております。どうぞよろしくお願
いいたします。

さて、新型コロナウイルス感染症の分類が変更され、
新たな生活様式で社会が動きだしています。変化の激し
い時代ですが、学生達には確かな知識と技術を身につけ、
豊かな心を育みながらイキイキと目標に向かって行って
ほしい、そのような思いでおります。教育後援会は保護
者の皆様と大学との架け橋となり、資格取得・キャリア
形成・就職活動など進路指導への支援、家計急変時の奨
学給付金事業等、積極的な支援活動を進めて参ります。

会員の皆様におかれましては、今後とも教育後援会活
動に深いご理解と温かいご支援・ご協力を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

ご挨拶・総会開催報告

新型コロナウイルス感染症の影響で、４年ぶりの総会開催となりました。総会終了後は、各学科に分かれての学科セ
ミナー、懇親会、個別面談を実施しました。

前年度決算報告及び今年度予算案、事業案が承認され、
今年度の新役員体制がスタートしました。

学科の取り組みや教育内容の紹介、卒業生体験談や学内施
設の見学等、各学科に分かれて１時間のプログラムを実施
しました。

コロナ禍前はビュ
ッフェ形式でした
が、今年度は感染
症対策のためお弁
当をご用意しての
実施となりました。

個別ブースに分
かれ、保護者の
皆様のご相談に
教職員がお答え
しました。

第1部　総会

第3部　懇親会 第4部　個別面談

第2部　学科セミナー総会

令和5年6月10日　総会を開催いたしました
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学園内の２つの図書館を統合し、大学本館 3 階に約 10 万
冊の図書を集約した「大学・短大図書館」に改修しました。更
に学園 2 号館のラーニング・コモンズ（以下「LC」）に図書館
職員を配置し、図書やノート PC の貸出ができる体制を整えま
した。図書館との一体運営により、LC の機能が強化され利用
しやすい環境整備が進みました。

この度、LC に教育後援会より低書架 20 台を寄贈いただき
ました。この書架には、国家試験等の問題集や授業で作成した
作品を展示しています。また、空気清浄機も教育後援会からご
寄贈いただき⾧時間滞在しやすい環境になりました。

令和 5 年 6 月 21 日、令和 5 年度関西福祉科学大学成績
優秀者表彰式が行われました。成績優秀者表彰制度は、本学
学生としての本分を守り、日常生活に責任を持つとともに勉
学意識の高揚に資することを目的としており、人物優秀であ
り、学業成績が上位である学生を表彰する制度です。

令和 5 年度は 90 名の学生が選出され、表彰状と記念品が
授与されました。表彰された皆様、おめでとうございます。

令和 5 年度入学生よりノート PC の必携化
が始まることに伴い、期間限定（令和 5 年 4
月 7 日～ 6 月 7 日）で学園 2 号館 2 階 LC
の一角に PC サポートコーナーを開設しまし
た。入学後のノート PC にまつわる各種設定
やトラブルについて気軽にご相談いただける
よう、専任のスタッフが駐在し、延べ 117
名の学生の皆様にご利用いただきました。

なお、本企画は教育後援会の皆さまのご支
援により実現しました。ありがとうございま
した。

食堂 Tama Café では、学生・生徒・教職員で構
成された Tama Café ワーキングチームが「食のク
オリティ」「食環境」の向上に取り組んでいます。

学生・生徒が好きな物を食べながら、自然と栄養
摂取し、健康へ導きたいという思いから、素材の旨
味を引き出す健康的な岡村製油株式会社の「綿実油」
を使用しています。

成績優秀者表彰式を開催食堂Tama Caféは「綿実油」
を使用しています！

教育後援会会員の皆さま ご支援ありがとうございました

図書館とラーニング・コモンズが一体運営に

PCサポートを実施しました！

支援内容

TOPICS
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社会福祉士資格取得を目指して！

心理科学科で得られる国家資格の受験資格について

社会福祉学科

心理科学科

　5月18日と25日に、社会福祉士の資格取得を目指
すためのソーシャルワーク実習指導Ⅲの授業で外部
講師による講演を実施しました。
　5月18日には、大念仏寺社会事業団 ボ・ドーム大
念仏で母子支援員をされている葛尾美咲さんをお招
きし、母子生活支援施設の概要や相談支援、生活支
援、他機関との連携、保育や親子行事、アフターケア、
社会福祉士の役割や多職種連携などについて説明し
ていただきました。また、実習内容や実習生に望む
こと、事前学習といった実習にあたって理解してお
くべき事柄についてのお話もありました。
　5月25日には、藤井寺市社会福祉協議会 地域包括

支援センターの羽根武志さんをお招きしました。福
祉の仕事へのきっかけや新人の頃の苦労話、今も役
に立っている大学での学びなどに続き、藤井寺市や
地域包括支援センターの概要、現場での社会福祉士
の役割、仕事で大切にしていることや住民と協働し
た「地域づくり」についてのお話がありました。また、
学生と社会人との違いや学生のうちに身に着けてお
きたいスキルといった学生へのメッセージもいただ
くことができました。

両日とも、学生にとってはとても関心の高い内容
だったことから、熱心に耳を傾けている様子が見ら
れました。

心理科学科では「公認心理師」と「精神保健福祉士」
2 つの国家資格の受験資格が得られます。これらの
資格を得たいと思う学生は 1 年次に志望届を提出し、
厚生労働省が定める受験資格指定科目の単位を取得
しないといけません。指定科目には、精神科病院、
就労支援機関、児童相談所、少年院、発達療育センター
等の実践現場での実習も含まれます。実習を通して
得た学びをもとに、学生たちは改めて将来の職業と
して専門職に就くことを見つめ直します。3 年生に
なると将来の職業について自らの職業観や適性を考
えるのは、専門職を志すかどうかに限らずどの学生
も同じですが、やはり国家試験や公務員試験は心し
て臨む大きな関門と言えるでしょう。今春に卒業し
た学生の国家資格の合格者は精神保健福祉士が 7 名、
公認心理師（大学院修了生）は 7 名でした。いずれ
も全国平均を上回る好結果でした。

ところで、公認心理師、精神保健福祉士がどのよ
うな仕事をしているのか、保護者のみなさまはご存
知ですか？心理科学部は、高校生にも分かりやすく
理解してもらうために、これらの仕事内容を紹介す

る資料を漫画仕立てで作成しました。ストーリーは
本学教員が作成しています。

心理科学部の Twitter
から閲覧できますので
是非ご覧ください。
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『赤十字救急法基礎講習・救急員養成講習』に健康科学科の学生が参加！

福祉栄養学科

健康科学科
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健康科学科では心のケアに強いだけでなく、＂児童・
生徒の大切な命を護ることができる養護教諭＂を育
成しています。そのための教育の一環として、毎年、
玉手山学園地域連携プログラムとして日本赤十字社
大阪府支部柏原地区・柏原市と連携し、赤十字救急
法基礎講習・救急員養成講習を開催しています。

基礎講習では、手当の基本、人工呼吸や心臓マッ
サージの方法、AED（自動体外式除細動器）を用い
た電気ショックなどを習得できます。救急員養成講
習では、日常生活における事故防止や止血の仕方、
包帯の使い方、骨折などの場合の固定、搬送、災害
時の心得などについての知識と技術を習得できます。
全課程修了者には受講証が交付されるとともに、検
定合格者には履歴書等に記載できる赤十字救急法救
急員（赤十字ファーストエイドプロバイダー）認定
証が交付されます。

このように、科学的根拠に基づいた救急処置の知
識と技術を身につける学習機会を設けることで、学
生ののびしろを＂確実＂に伸ばし、いざという時に
も折れない養護教諭を育てられるよう、健康科学科

の全教職員でカリキュラムを考えています。
これから世界は、不確実・複雑・曖昧・変動の時

代＝ VUCA（ブーカ）の時代を迎えるといわれてい
ます。そのような困難な時代を生きる学生の成長と
自立を第一に考え、その土台となる基礎的・基本的
な知識と技能の
習得を図るため
に、全教職員で
全学生を支援し
て参ります。

福祉栄養学科では 1 年生の初年時教育として、週
1 コマ「スタートアッププログラム」を実施してい
ます。これまでにゲームなどの活動を通して仲間づ
くりをし、基礎的な化学の計算、栄養価計算や廃棄
率などの調理に関する計算に取り組みました。先日
の上級生との交流会では小人数のグループに分かれ
て 3、4 年生から学生生活について話を聞きました。
1 年生の感想からは「今のうちにこうした方がいい
よ、こういう習慣をつけといた方がいいよ、という
勉強面や就職活動、自分はこういうことで失敗した
から、と失敗からのアドバイスなどもたくさん聞く
ことが出来ました。大学生活が始まって 1 ヶ月経っ

た今でもまだよくわかっていないことはあるので、
話を聞けて少し解消されたように思います。また、3
年生からは実験と実習を並行して忙しくなると聞い
たので、覚悟しておきたいと思います。」や「フレン
ドリーに話してくれて、色々聞くことが出来たので
楽しかった。先輩たちのノートを見てとても達成感
があるように見えたので、頑張って勉強しやすい、
自分なりの見やすいノートを作りたい。3、4 年生の
時には自分に最適な勉強の仕方を身につけたい。」な
どとても参考になったようです。数年後には現 1 年
生が、後輩たちへアドバイスしてくれることを期待
しています。

1年生向け『スタートアッププログラム』の様子
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2023年度のリハビリテーション学科の演習・実技について

教員の魅力アッププロジェクト『大阪の先生になろう！』に初参加！教育学科
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リハビリテーション学科

　2023年6月24日（土）梅田スカイビルで開催され
た教員の魅力アッププロジェクト「大阪の先生にな
ろう！」に参加しました。このプロジェクトは、今
年初めて開催されたもので、大阪府下にある教員養
成系学部・学科をもつ 18 大学が参加しています。
現役教員による座談会、参加大学による学部・学科
の説明、教育委員会による個別相談等、盛りだくさ
んの内容で、教員に関心のある高校生や保護者、大
学生ら約 300 名が参加していました。教育学科は健
康科学科と連携して、高校生向けの個別相談ブース
にも出展しました。

当日は、教育学科から複数の学生が参加し、教員
座談会や教育委員会との個別相談に参加していまし
た。教員を志す学生たちが一堂に会する場を体験す
ることで、良い刺激になったのではないかと思いま
す。教育学科では、教員を目指す学生にむけて、こ
のような外部と連携した取り組みを今後も積極的に
実施していきたいと考えています。

授業外での実技練習の様子2 年生ホームルームでの実技練習会の様子

2022 年度は、新型コロナウィルス感染症に対す
る感染対策を徹底しながら、制約もある中で演習や
実技の授業を実施していました。

2023 年度 5 月 8 日からは、新型コロナウィルス
感染症が 5 類へ引き下げられ、リハビリテーション
学科の授業は初回から全て対面授業を行っています。

対象者へのコミュニケーションや検査測定、治療
の技能を修得するためには、授業中の学びに加えて、
授業以外の時間に出来る限り多くの相手と実技練習
をすることが大切です。

現在は、授業以外の時間に自主的に実技練習を行

う学生が増え、授業で学んだ技能の修得に努める姿
がよくみられるようになりました。その中で、友人
同士で教えあうことや、それでも分からない事や上
手くいかない事を教員に質問をするなど、積極的な
態度・行動が生まれています。このように学生が能
動的に学べる機会と環境を提供していきたいと思い
ます。

今後も学生の皆さんが理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士に必要なコミュニケーションや知識、技
能の修得につながるよう、リハビリテーション学科
の教職員一同サポートして参ります。
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リハビリテーション学科（理学療法学専攻）福祉栄養学科

健康科学科心理科学科

社会福祉学科令和 5 年 3 月の卒業生の就職状況についてご報告いたし
ます。

本学全体の就職率（就職希望者に占める就職者の割合）は
99.0％となり、例年同様全国の大学就職率 97.3％（※1）を上
回る就職率となりました。また、卒業生全体に占める就職者
の割合は、本学は 88.8％となりました。福祉施設や医療機関、
教育機関を中心に一般企業にも就職しています。

※ 1）文部科学省公表：令和 5 年 3 月大学等卒業者の就職
状況調査（4月1日現在）より

卒業者数 142 名

就職希望者数 133 名

就職者数 131 名

就職率 98.5%

進学希望者数 2名

進学者数 2名

進学率 100%

卒業者数 69名

就職希望者数 65名

就職者数 65名

就職率 100%

進学希望者数 4名

進学者数 4名

進学率 100%

卒業者数 90名

就職希望者数 73名

就職者数 73名

就職率 100%

進学希望者数 8名

進学者数 8名

進学率 100%

卒業者数 64名

就職希望者数 60名

就職者数 59名

就職率 98.3%

進学希望者数 2名

進学者数 2名

進学率 100%

卒業者数 55名

就職希望者数 55名

就職者数 55名

就職率 100%

進学希望者数 0名

進学者数 0名

進学率 −

卒業者数 32名

就職希望者数 19名

就職者数 17名

就職率 89.5%

進学希望者数 0名

進学者数 0名

進学率 −

卒業者数 47名

就職希望者数 44名

就職者数 44名

就職率 100%

進学希望者数 0名

進学者数 0名

進学率 −

卒業者数 45名

就職希望者数 39名

就職者数 39名

就職率 100%

進学希望者数 6名

進学者数 6名

進学率 100%

卒業者数 28名

就職希望者数 25名

就職者数 25名

就職率 100%

進学希望者数 3名

進学者数 3名

進学率 100%

リハビリテーション学科（言語聴覚学専攻）

教育学科（発達支援教育専攻）教育学科（子ども教育専攻）

リハビリテーション学科（作業療法学専攻）
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例年秋に開催しております大学祭（通称：美葉祭）ですが、今年も開催に向けて学祭実行委員会の学生を
中心に、準備を進めています。

今年は「食欲の秋！読書の秋！美葉祭の秋だ！」をテーマとして掲げており、「食欲の秋」にふさわしく、
飲食を伴う模擬店が数年ぶりに復活します。

また、「読書の秋」にちなんで、アカデミックなコンテンツも予定しています。お子さん向けのバルーン
ハウスや移動動物園なども設置予定で、様々な方に楽しんでいただけるかと思います。イベントの詳細につ
きましては、順次ホームページなどで公開していく予定です。

皆様のお越しを、一同心待ちにしております。

全
国
の
合
格
者
数

と
合
格
率

受験者 合格者 合格率
社会福祉士 36,974名 16,338名 ４４．２％
精神保健福祉士 7,024名 4,996名 ７１．１％
介護福祉士 79,151名 66,711名 ８４．３％
管理栄養士 16,351名 9,254名 ５６．６％
理学療法士 12,948名 11,312名 ８７．４％
作業療法士 5,719名 4,793名 ８３．８％
言語聴覚士 2,515名 1,696名 ６７．４％

管理栄養士

37
(令和5年2月26日実施)

現役合格率  90.2％

○現役生のみ名

玉手山学園敷地内

DATE and TIME

PLACE

第19回大学祭（美葉祭）開催のお知らせ

2023.10.28（土）10：00～17：00

2023.10.29（日）10：00～16：00

DAY1

DAY2

10/28は
教育懇談会を
開催予定！

現役合格率  58.0％ 現役合格率  81.3％ 現役合格率  100％

社会福祉士 精神保健福祉士 介護福祉士

94 18 2
(令和5年2月5日実施) (令和５年2月4･5日実施) (令和5年1月29日/3月5日実施)

○現役　47名
○既卒　47名

○現役　13名
○既卒　 5名

○現役生のみ名 名 名

理学療法士 作業療法士 言語聴覚士

77 46 15
(令和5年2月19・20日実施) (令和5年2月19・20日実施) (令和5年2月18日実施)

現役合格率  96.9％ 現役合格率  91.5％ 現役合格率  50.0％

○現役　62名
○既卒　15名

○現役　43名
○既卒　 3名

○現役生のみ名 名 名


